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概要 
  これまでに二元希土類金属酸化フッ化物、Ln2Ln’2O3F6（Ln、Ln’は互いに異なる希土類金属、
オリジナル化合物として認知、数種の粉末 X線データが JCPDS に登録）の合成と結晶構造および電気
伝導性について系統的に検討してきた。これらの化合物は酸化物イオンとフッ化物イオンのバイナリ
アニオン系であるが、ほとんど酸化物イオン伝導体である。特に、Nd2Ln2O3F6 (Ln; Y, Sm, Eu, Gd) 
は YSZ-11 より高い導電率を示し、中でも、Nd2Eu2O3F6 のそれは 650℃で 5.0 S・m
-1で、輸率は tO2-
＞0.9、 tF-＜0.05、te＜0.05 を示し、酸化物イオン伝導性としては最高水準に位置する。700℃以上
では空気中水分で加水分解し伝導性が大きく低下することも明らかにしており、組成の最適化や複合
化による改質を検討中であるが、600℃以下では十分に実用に耐えることから、高感度酸素センサー
への応用などを模索している。 
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